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郷
土
史
研
究
家

　
　
　
　
　
　 

島
田
　
麻
寿
吉

　
島
田
麻
寿
吉
（
泉
山
）
の
現
代
的
な

存
在
意
識
は
、
古
い
伝
承
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
歴
史
的
な
こ
と
が
ら
に

つ
い
て
事
実
に
基
づ
い
て
論
証
す
る
と

い
う
立
場
を
貫
い
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
の
た
め
に
、
現
代
の
研
究
者
に
と
っ

て
も
納
得
の
い
く
論
理
を
展
開
し
て
い

る
と
こ
ろ
に
感
心
さ
せ
ら
れ
る
と
同
時

に
、
心
か
ら
う
な
ず
け
る
も
の
が
あ
る
。

　
島
田
は
、
明
治
７
年
（
１
８
７
４
）

６
月
24
日
、
那
賀
郡
長
生
村
本
庄
（
現

長
生
町
本
庄
）
の
島
田
延
吉
の
長
男
と

し
て
生
ま
れ
た
。
本
名
は
麻
寿
吉
。
の

ち
に
泉
山
と
号
し
た
。
小
学
校
高
等
科

を
終
え
る
と
、
漢
詩
漢
文
を
郷
土
の
学

者
・
天
羽
生
信
成
（
号
・
岐
城
）
に
学

　
郷
土
の
偉
人
を
紹
介
す
る
た
め
に
、
平

成
26
年
阿
南
市
文
化
協
会
か
ら
「
阿
南

市
の
先
覚
者
た
ち
第
１
・
２
集
」
が
刊
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
阿
南
市
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
人
た

ち
の
偉
業
を
顕
彰
し
、
後
世
に
語
り
継
ぐ

た
め
に
、
27
人
の
先
覚
者
た
ち
を
奇
数
月

に
掲
載
し
て
紹
介
し
ま
す
。

第10回

び
、
佐
藤
忠
右
衛
門
に
貫
心
流
の
剣
術

（
剣
道
）
を
学
び
、
免
許
皆
伝
を
許
さ
れ

た
。

　
明
治
30
年
に
志
を
立
て
て
、
東
京
に

出
て
二
松
学
舎
に
入
学
し
、
三
島
中
洲

（
二
松
学
舎
創
立
者
）に
師
事
し
た
。
同

32
年
に
帰
郷
す
る
と
自
家
の
農
業
経
営

に
努
力
す
る
。

　
家
業
の
一
方
、
郷
土
史
の
研
究
に
も

打
ち
込
み
、
漢
文
の
知
識
を
生
か
し
て
、

多
く
の
漢
籍
（
漢
文
資
料
）
を
読
み
、

諸
論
文
に
ま
と
め
発
表
し
た
。
そ
の
う

ち
中
世
史
の
研
究
に
は
、
独
自
の
学
説

を
打
ち
立
て
、
昭
和
７
年
（
１
９
３
２
）

泉
山
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
「
徳
島
市
郷

土
史
論
」
は
、
泉
山
の
研
究
の
集
大
成

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
著
書
と
し
て
発
表
さ
れ
た
も
の
と
し

て
は
、
大
正
５
年
発
刊
の
「
八
桙
神
社

と
長
国
造
」
を
は
じ
め
、「
長
慶
天
皇
御

陵
の
研
究
」「
阿
波
に
隠
れ
た
る
建
武
の

忠
臣
岩
松
経
家
」
等
が
あ
る
。
ほ
か
に

も
「
阿
波
荘
園
考
」「
阿
波
国
守
護
伝
」

な
ど
未
刊
の
研
究
成
果
も
多
い
。
整
理

の
上
で
の
刊
行
が
待
た
れ
る
内
容
を
秘

め
て
い
る
。

　
生
前
に
は
、
郷
土
史
の
み
に
こ
だ
わ

　

次
回
５
月
号
は
、装
飾
古
墳
模
写
の
先
駆
者

日
下
八
光
氏
を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

文
化
振
興
課　

☎
22-
１
７
９
８

る
こ
と
な
く
、
日
本
考
古
学
会
、
日
本

歴
史
地
理
学
会
の
会
員
と
し
て
も
、
全

国
規
模
で
の
研
究
と
郷
土
史
と
の
連
携

も
視
野
に
入
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
泉
山
が
注
目
し
た
八
桙
神
社

（
長
生
町
宮
内
）
は
、
数
多
く
の
国
指
定

や
県
指
定
の
文
化
財
を
所
有
し
て
い

る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
「
木
造
大
己
貴

命
立
像
一
躯
」（
国
指
定
重
要
文
化
財
）

な
ど
で
あ
る
。
生
ま
れ
た
地
域
に
お
い

て
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
文
化
財
が
存
在

し
て
い
た
こ
と
が
、
泉
山
の
研
究
活
動

に
大
き
く
影
響
し
た
こ
と
は
否
定
で
き

な
い
。

　
没
後
、
蔵
書
３
０
０
０
冊
が
「
島
田

文
庫
」
と
名
付
け
ら
れ
現
在
の
徳
島
大

学
附
属
図
書
館
に
移
管
さ
れ
た
。

　
泉
山
は
現
代
人
と
し
て
合
理
的
、
実

証
的
に
、
極
め
て
明
確
に
実
例
を
示
し

な
が
ら
論
証
し
て
い
る
。
従
っ
て
自
説

を
論
証
す
る
上
に
お
い
て
も
自
説
と
引

用
と
を
厳
し
く
峻し
ゅ
ん

別べ
つ
し
て
い
る
。

　
昭
和
22
年
２
月
18
日
没
、
享
年
74
。

阿南市の
先覚者たち

第11回




